特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年11月14日　486号

秋のハイキング　　11月9日ＪＲ宇治駅10時集合で秋が深まり始めた宇治の街を散策しました。この日集まっていただいたのは小川夫妻と深田理事長の3名でした。前日予約しておいた観光ボランティアさんが気持よく出迎えてくださいました。近くに住んでいながら世界遺産に登録されている宇治市の文化遺産について正しく理解できる大変良い機会だっと報告されました。初めのころのハイキングではゴールへの道をひたすら歩け歩けから、次第に所々に休憩をはさみ、名所旧跡や景色の出会いを楽しむ取組みへ、近ごろは花々を観察しながらと変化して長く続いてきました。そして今回のハイキングでは新しい方向を見出したのではないかと思います。皆さんのご意見をいただき来春の取組に生かせれば幸いです。
せせらぎ祭り　　9日10日の両日に展示参加をしました。今年は特別展示として長谷川さんが長年撮影されて来た「木津川の野鳥たち」を放映しました。先日の市民文化祭でも高い評価が寄せられましたが、せせらぎ祭りでも強い関心と評価がありました。映像による影響力を再認識しました。鑑賞されていた幼稚園の先生から「子どもたちに自然の素晴らしさや身近な野鳥の姿を伝えられる良い教材です。ぜひ利用させていただきたい」と申し入れがありました。自分たちの生活圏を少し動いてみるとこれほど素晴らしい自然に恵まれていることを知ったといった感想を多くの方から

いただきました。ありがとうございました。
炭焼き釜の雨天対策の屋根ふき作業　吉村さんが16日の竣工を目指して大奮闘していただいています。一人作業の能率はなかなかはかどりません、ぜひとも多くのご参加とお手伝いを求めています。先月13日に基礎の単管を打ち込んでから今月の9日には屋根下地が出来上がりました。有田さんや青代さん播川さん森島さんの応援で間もなく完成となります。竣工予定の11月16日どうやら予定日前に完成できそうです。里山の会の結成当時、炭焼きを初めて経験させていただいて早くも15年が経過しますが、その間に国蝶オオムラサキの生育の確認、カスミサンショウオの大発見、そして数多くの希少植物の発見へ、コメ作り体験、蛍の夕べや里山音楽会などは、ここで打田薪炭組合の方々との共同作業等を通じて得られた情報に基づいて、幅広い活動へ発展する原動力でした。今日里山の会の数多くのイベントがここでのきっかけから発展しています。この炭焼き釜は、里山の会の活動にとってかけがえのない原点の施設であります。今では炭焼き体験への参加者の減少は厳しい状況にありますが、この施設が果たしてきた役割は貴重であります。地道な施設ですがこの屋根実現を通じて、さらに使用寿命が長く活用できるようになりました。
京田辺市環境フェスタ(17日・10時から)里山の会は　水質調査体験をしていただきます。そして子どもたちには松かさツリーを作っていただきます。担当は森島さんと山田さんにお願いしています。舞台発表では「川調べ」と「清掃活動」の発表を行います。
大阪市自然史博物館（大阪市住吉区長居公園）で「大阪バードフェスティバル2013」が16日と17日の二日間午前10時から開催されます。里山の会では前回（2011年）に引き続いて参加します。展示内容は、木津川左岸、京田辺市域の木津川で確認できた野鳥の写真展示です。同時に長谷川さんのビデオを放映していただきます。友人などがおられましたら是非ご案内をお願いします。解説者として長谷川さんや播川さんと大村副理事長が終日お話いたします。ぜひお出かけください。お待ちしております。
大阪までカヌーで下ろう　17日　流れ橋から枚方まで実行。出発は10時に流れ橋、正午に御幸橋付近で昼食、枚方には15時ごろ到着の予定です。全行程4日間の取り組みでしたが、二日目を終了した時点で、台風18号の接近による天ケ瀬ダムの放流があり、天気予報で警報が発せられるなどによって三日目以降を中止・延期せざるをえませんでした。このままでは大阪までの約束が果たせませんので、11月17日にまず大阪・枚方市までの三日目の行程を実行することになりました。参加募集の結果25艇の応募がありました。御幸橋の上からでも大きな声をおかけください。激励をお願いします。橋の歩道部分はかなり広く作られています。
事務局会議では10月度の収入は７７万円強があり、支出は５１万円強となりました。残金は185万円で繰越金に対して若干黒字です。皆さんにはがあらゆるところで節約に頑張っていただいています。10月はなかなか収入部分を増加させにくい月ですが、今年は皆さんの頑張りがあって多額の収入が計上されています。皆さんご奮闘ご苦労様でした。これからもよろしくお願いします。
第31回京都木津川マラソン大会の出場選手が決定　参加申込者は、フルマラソン2901人　ハーフ1886人　5ｋｍ410人　3㎞390人となりました。今回の最大の特徴は、インターネットでの参加申し込みが広く普及されていいて、募集開始からわずか三日で募集の締め切りとなりました。京都市や枚方市等近隣市町でマラソン大会が目白押しに開催される中こういう状況が発生しています今日はマラソンブームの到来と叫ばれています。こうしたことはよそ事と思っていましたが、まさか木津川マラソンでこうした状況になってくるとはだれも予想をしていませんでした。これで参加者は決定しました。この多くの選手に気持ちよく走りきっていただくために、何よりもボランティアの人たち、大勢のスタッフの協力をいかに得られるかにかかっています。2月2日が大会当日です。この日の前後を挟んで前日準備や前々日準備、そして翌日の後始末への人手がかなり必要です。多くのご協力をお願いします。
11月植物観察会　11月22日（金）京都東山トレイル　紅葉散策　

集合　近鉄新田辺午前8時30分
　　　　　　　京都地下鉄東西線蹴上駅　午前10時

　　　　　　　　詳しくはホームページ　イベント情報をごらんください

　　　　　　　　　　　

